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- 総じて ｢実践知-暗黙知｣- を身につけるし
かないと考えられる｡こうした徒弟制的な学びは,
｢目標一評価｣の連関から成り立つ,工学的な教育評
価にすべて還元し尽くすことができるのであろうか
- この点について今後,大学におけるFD活動は検
討されるべきであろう｡
自律的な学びの創造と ｢目標準拠型｣教育評価からの離脱
中井 孝章
要旨 :社会そのものがアカウンタビリティを要請する中で学校や教師もまた､親や地域社会から児童生徒の能力や発
達状況に関して責任を負う教育者として説明責任を厳しく問われている｡ 学校や教師の場合､アカウンタビリティが最
大の焦点となるのは､生徒の学習結果についての教育的責任である｡ 具体的に言うと､それは､学校や教師は､どのよ
うな教育目標を立て､その目標を実現するためにどのような教材を用いて授業実践を行い､その結果､生徒たちがどれ
だけの成果を挙げたのかということである｡ 従って､学校におけるアカウンタビリティは､教育目標と､その実硯の度
合いをはかる教育評価との照合によって実施される｡
こうして､従来､学校では ｢教育目標一教育評価｣を対とする､目標準拠型の教育が前提とされてきた｡そして､こ
うした教育評価は､個々の生徒ごとにその実現の度合いを細かくかつ客観的に捉えるという方向で進展してきた｡こう
した教育評価は､カリキュラム開発に関する国際セミナーにおける工学的接近に相当する｡ しかしそのセミナーでは､
目標準拠型の教育とは異なる､もう一つのタイプの教育評価として羅生門的接近が提案された｡カリキュラム開発にお
ける羅生門的接近は､教育目標よりも授業実践そのものが創造的になされることを重視するが､それは､伝統的で自律
的な学びの文化､例えば文化的実践の共同体への参加を学びとして捉えるLPPのように､学習者がその共同体の内部に
埋め込まれた ｢実践に内在する善｣を他のメンバーの助けによって習得し､自ら評価することに類似している｡ この場
合の評価は､外部に立てられた教育目標によるものではなく､学びの共同体に埋め込まれた規範 (評価基準)に照らし
て自ら評価する､鑑識眼的教育評価となる｡ それは､数量化と二分法化を特徴とする､工学的接近によって見失われた
美的､芸術的評価であり､授業実践が真正の文化的実践としてなされる (創造される)とき､自然に行われる教育評価
なのである｡
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